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淋巴球ノ「プラニメbリーa」二關スル研究

第7報「ベンツオール中毒二二ケル淋巴

        球ノ面積二二テ

金澤留科大學病理學教室（杉山敏授指導）

研究科二三三川六郎
    （昭和10年4月30日 受附）．
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第3章 総  括

   結  論

   主要交獄

 抑モ「ベンツオール」ノ白血球毒トシテ遍ク知ラル・二至リシバ，：Laurence Sellin9ガ心乱

回忌ノ著明ナル白血球減少症ヲ起シテ整レシヲ，動物三三ニヨリ「ベンツオール」二原因スル

コトヲ確メタルニ初マレリ．其後「ベンツオe一一ル」＝關スル研究ハ釜々進ミ，流血中二於ケル

各種細胞ノ数量的弓化並＝形態的攣化，導イテハ造血臓器二二ケノL退行性攣化並二再生機能

二就キ精細ナル實験報告有リ．今其概略ヲ學グルニ，「ベンツオー・ル」ノ白血球毒トシテノ作

用ハ最モ著明ニシテ，白血球ノ強度ノ減少ヲ來シ，（Selllng， Veit），就申假「エJ細胞ハ最：モ

著明二減少シ，（Selling， Silberberg），攣性セル細胞出現シ（八木），且ツ共運動力ハ甚ダ微弱

トナリ（山下），膨大崩壊セルモノ多シ．淋巴三二於テモ減少ヲ來シ，（Neumann），其蓮動力，

：貧喰作用ハ減退スルヲ述べ，一方二於テハ脾及ビ淋巴装置ノ萎縮ヲ認メタリ．（Veit）．

 赤血球二關シテハ輕度二減少ヲ來ス（SeHlng，多田，志摩）ト云ヒ，反封二減少ヲ來サズ

（Neuma㎜， Silbersberg）ト云ヘリ．

 而シテ余ハ「ベンツオール」ハ白血球毒ニシテ淋巴球ニモ必ズや影響アルペシト想ヒ，其形

態的攣化ヲ知ラントシテ，引回キ「ベンツオ“・・一ルJノ研究ヲ企圖セリ．

            第1章 實駿材料及ヒ實験方法

 實験動物ハ申等大ノ健康家兎2頭ヲ使用セリ．

 「ベンツオール」ハMerck製ノ化學的純糠ナルモノヲ使用セリ．「ベンツオール」ノ注入部位ハ背部中央

ノ皮下ヲ選ビ，先ヅ局所ノ毛ヲ勢除シ，沃度丁幾及ビ「アルコール」ニテ浦毒シタル後注入セリ．1回ノ注

入量ハ純ペソツナール（「オレーフ油ニテ稀繹・セザルモノ）2－3ccニシテ，之ハ家兎盟重proki】01cc二相

當スル量ナリ．而シテ採血ハ5日迄ハ毎日，ソレ以後ハ2，3日隔テ之ヲ行ヒ，「ベンツオール」申毒ヨリ

其恢復二至ル迄観測セリ．而シテ恢復ヲ計ルタメ注射ハ隔日2回ニシテ申止セリ．
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 探一方初許耳解脈ヨリ一定闘ノ血液ヲ採り塗抹乾燥標本ヲ作製シ，メー，ギムザ氏液ニテ染色セリ，i契

二血色素鼠．赤四球凱自血球敷ヲ測定セリ。

 淋巴球面積測定方法ハ，塗抹標本ヲ豫穴水李面二45。ノ角度ノ鐘面ヲ有スルアツペ氏描謁器二取付ケタ

ル顯微部下出置キ，之：ヲ紙上昌投影シ，淋巴球ノ細胞盟外輪及ビ核外輪ヲ謹ケリ．而シテ之ヲアムスラー

氏面積計二依り測定シ，之ヲ實面積二換算セ旦．紙上面磧ト實面積トノ比八前報告ト同標紙上面績lcm2

ハ實面穣17・955YZトナuリ．以下前報告ト同檬ナルヲ以ツテ省略セリ．

               第2章 二士 成績

 本實験軍医テハ健康家兎2頭ヲ選ビ，之二丁重prokilo lccノ割合ニテ「ベンツオール」ヲ

注射セリ．帥チ第1家兎二於テハ第1日，第3日共二25cc宛注射シ，第2家兎二於テ扁平

1日，第3日一二2cc宛注射セリ1注射ハ2回ニテ中止シ其恢復ヲ計レリ．而シテ其輕過中

二於ケル艦重，赤1血球数，血色素量及ビ白血球数ヲ測定シ，塗抹標本ニヨリテ淋巴球ノ「プ

ラ＝メトリ・一」ヲ行ヘリ．其結果ニツキ三二説明セント入

 第1家兎 ♂ 盟重2385瓦

 本丁二於テ「ベンツオール」ノ影響ハ3日目ヨリ著明二一レタリ．EPチ丁重，赤血球数ハ減

少ヲ示シ，殊＝白血球数ハ8200ヨリ6600二減少セリ．此時ヨリ塗抹標本上；於ケル白血球ノ

分布ハ…輝二減少ヲ來シ・白血球ノ検索二丁咽難ヲ來ラシムル程ナリ・

第1表「ベンツオール注射試験家兎．血液所見（第1家兎）

  一

V験尽日
赤血球血色素白血 百  分  率 （％）              摘    要面心盟重

ﾟ（瓦） 騨）降（％）瑚 假工隠i劉淋巴球麟1
6／II工国2385 i 56・1 9・i82・・13吼21α司a8｝56515・謄：篇ゾール

7／明21235・1555i     刈4乳・13・｛9・186・・148・IL・

8／”・｝31235・i48・187166・・｝3421剰α5ゆ71a21同撫醐

9／皿1引237・145・レ512…13a8い lL・i6291331

加｝5123751娼・1 85142G・13ス1い1・i6αdlL91

，12／m
  ｝p712375i4671 8g166・6｝3L・IL⑪匡2i5α7｛1L・1

日・4／皿回238⑪149・189［82・・［228i・1α116生3［1且8i

17／1旺 1・2「238・155・1 9・184・・ 3321・α816mlε・1

 淋巴球数二就テ槻察スルs，淋巴球前置ハ4633ヨリ4006二減少シ，其形態ヲ経口スルニ，

細胞腿ハ著シク膨大ヲ來シ，亭常ノ如ク圓形叉ハ擶鍵形ヲ呈セザルモノ多ク，原形質ハ硝子

檬透明トナリ，時トシテ蜂窩歌ヲ呈セリ．然シナガラ細胞ノ輪廓ハ比較的判然トセリ．核ハ

圓形ヲ呈セズ，多クハ不正形二膨大シ，核質ノ染色ハ不鮮明ニシテ光線ヲ鋏キ，甚ダシキハ

核質ノ中央調室隙アルヲ認軍勢リ．而シテ膨大二耐ヘザルモノハ破壊潮田融解シ，原形質ハ

飛散シテ核質ノミ淺存セルラ見ル．之淋巴球ノ基質ハ「ベンツオール」ニヨリ甚ダシク脆弱ト

                    ［r， 10 ］
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第2表 「ベンゾP・・一ル中毒二於ケル家兎淋巴球核移動像及ピ染色度分類（第1家兎）

    二二

增u日㈱
淋巴球
1観察細

E数

R  W  T
D，．．．一」＿．＿＿
E123  1

・1物核lA

ﾄ『w7・

   i               ・

�F鹿
寞ﾏ指i 摘     要 1

~
6／m114633…196囹・i・ILC6［1716・1232・6難詰蔚ゾール
7／III I                    ｛   ．   、Q14・42！〃19317i・世上1・6圃43吻
｝8／1・Ii3@i  4006  〃              』           一 r

W4i161・1・11葡12・1374212211同二才

9／・III4い321レ引86i12i・121U81221・・｝2812・61

1・／111固252・1〃187｝13団・1・1314813715陶1
12／IU：  一 『 －                 ．    一 一 一 ．  一      一 713346レ’図16。1・IU61・・133261工倒
14／1・I19 一15272｛〃  19・ 奄№戟E「・IL121・・143・6i1川

17／11?Q
一  I      l

@ l5124μ’ 図6回・巨・6132i5。｝181酬   ．一
・

第3表 「ベンゾール中毒二二ケル家兎淋巴球細胞艘面積（第1家兎）

實験月日下直 李均面積、μ2 標準偏差、μ2 摘    要  1

6／・1・・1…i8424・士α・381α566士α・271難山ゾール：

7／11エ12い・・183・6・±α…1α6・8±α・2gi

・8／m1311・・19L・98±α・561α雛α・3gl同撫醐

9／Hl1411・・1939・6士α・581α866士a。411

・αIII国…｛94284±α・631α927±α・441

711・・12／Ilq  l94・1・±α・54匝8。・土…381   ＝

14側9……i84942±α・541α794±α0381

17／III i12i…i’風335±α・42；α62・士α・剛

第4表 「ベンゾール中表＝於ケル家兎淋巴寸寸面核（第1家兎）

贔朋
臨細麟  ［

李均面積，α2

標轄網摘 要       1

                          ｝ 一U／m1111・・6a324±α・2giα424±α・・21難轡ゾール・

7刺2i…16a46・±α・261α387士α・181

8・m
h311・・     一  ．  一  一 一 ．                       － 一 一  一    一

165322±α・35「α52・±α・251同旗翻

9／111141…｝ 6a・・8士α・361α529±α・251   ・

1・・Hq 511・・16a19・士α・37 P既α・261   ・
                                     畠P21・n171…i6生242±α・411α592士α・281

14…llgll・。i6α・32±α・34｝α5・9±α・241

17／旺中2［1・・16a6・6±α・36｝α538±αP26i

［ ’11 i］



．12 川

ナレル爲ト推測セラル・所ナリ．

 此時期二等ケル淋巴球ノ面積ヲ見ル；，細胞髄面積ハ雫常値84・240±O・038μ2ヨリ9LO98

E士0・056r2迄膨大シ，核ハ弔常値63・324±0・029μ2ヨリ65・322±0・035〆迄膨大セリ・核型ハ

平常ヨリ輕度＝右方へ移動シ，rp均核指数ハ卒常値10．6ヨリ1．16二増加セ．り．原形質ノ染

色度ハ減少シ透明稀薄ナルモノ多クナレリ．染色度卒均指数ハ平常値2・06ヨリ2・21二増加

セリ．

 之ヲ要スル＝此時期＝於テハ「ペンツオ1ル」ノ作用張ク，原形質及ビ核質ヲ共＝甚ダシク

侵害シ，守口ニ細胞艦及ビ核質共二膨大セルモノト思考サル・所ニシテ，之ヲ「ベンツオー…

ル」中毒二二ケル99 1期トモ云フヲ得ベク，趾際アラハル・淋巴球ハ大多数ハ膨大透明ナル

老慶細胞ナリト云フヲ得ペシ．而シテ原形質ナキ破壌セルニ，三ノ淋巴球ノ核面積ヲ測定セ

ルへ70！乏しlO3〆ニシテ凹凹ノ細胞膣大叉ハソレ以上二膨大セルラ認メタリ・

 次二實験第4日目ハ「ベンツオー…一ル」第2回注射ノ翌日ニシテ，「ベンツオール．．1ノ血液毒ト

シテ最モ張ク現レタル時期ナリ．即チ燈重ノミハ恢復：二向ヘルモ赤血球数，血色素量及ビ白

血球歎ハ著明＝減少ヲ來セリ．赤血球数ハ不調値560萬ヨリ450萬二減少シ，血色素量ハ卒

常値90％ヨリ75％二，白血球籔ハ平常値8200ヨリ2100二減少セリ．白血球ノ減少押下二野ダ

シク，塗抹標本上二於ケル検索二丁々困難ヲ門門シメタリ．假「エ．細胞ハ最モ減少シ，淋巴

球ト難モ之二号ラズ淋巴野卑敏ハ4633ヨiJ 1321 ＝減少セリ。

此虚二於テ注意スベキハ淋巴球ノ形態的攣化ハ，第2期＝入レル事ナリ．帥チ淋巴球ハ釜々

膨大シ，之二反シ核ノ不正形＝膨大セルモノハ次第二其上ヲ減ジ，核ノ縮小セルモノ多クナ

レリ．帥チ之ハ「ベンツオール」中毒ニヨリ假「エ」細胞ノ軍核化セルト全ク同檬ノ理＝基キ縮

小セルモノ＝シテ，核ハ機能減退セルモノト推測サル・所ナリ．之ヨリ核ハPt ＝＝縮小ヲ績

ケ，原形質ハ釜々膨大スルモ，蜂窩歌ナルモノハ減少シ，原形質ノ染色度ハ透明ヨリ麹第二

濃染スルモノ現ハル・＝至レリ．帥チ笹生細胞ノ韻現セルタメナルベシ．

 此時期＝於ケル淋巴球面積ハ3日目ヨリ更二膨大シ，91・098±O・056μ2ヨリ93・906士0・058μ2

Fナレリ・核面積ハ3日目ノ65・322士0・035＃2ヨリ63」08士0・036〆二四ノ1・セリ．

 次昌核型ヲ見ルニ3日目ヨリ更二輕度二右方二移動セリ．帥チ雫均核指数ハ1．16ヨリ1．18

トナレリ．淋巴球核型二就テ観察スルニ淋巴球ハ必ズシモ，R，→W，→T，→S，ノ過程ヲ辿

りテ老慶スルモノ＝非ズシテ，「ベンツオール」門下二野ケルが如ク膨大シ，核ハ不正形トナ

リ融解シ，老展ヘノ過程ヲトルモノアルコトハ既二以前ヨリ認識セル所ナリ．3日目，4日

目二於テ淋巴球バー一方二二テ膨大浩失シ，他方二於テ門柳ハ縮小シ且ツ攣性セルラ認ム．而

シテ4日目＝於テハ原形質ノ染色度胆籔ハ李常値二復シ之ヨリ方向轄換シテ濃染セル細胞次

第昌増加セルラ示セリ．印チ第2期二型テ著明ナル現象ハ新生細胞ノ出現ト核ノ縮小シ初メ

シ事ナリ．「ベンツオール」中毒二於テ核型ノ少シク右方セルハ核質ノ「ベンツオールJ＝ヨリ

侵害サレテ攣性セルモノト推測サル・ナリ．而シテ「ベンツオールJ中毒＝際シテハ核移動ハ

三度ナリ．
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第5表 「ベンツオール中毒＝於ケル家兎淋巴球細胞禮核指数（第1家兎）

實験月日書欝細牛島梛 標準偏差％
    豊
R    要

6／【国・1ユ・・175・7・±α652i％73±α46・1難：讐ゾール

7／叫・1…175…±α65・lg63・±α45gI

8／HII31ユ・・レエ7・・士α6・819・・8士α42gl同価謝

9／・・1同…16乳2・6士α・881＆72・±α・151

・・／III I 51…165955土α532 iス88・土α3751

12／m171…16＆33・±α5921＆77・土α4・81

14／1エ1，9［…．7α67・±α59gl＆88・±α4231

17／11【1・21… 7生235土α6121 9・66±α・321

 第5日目＝ハ既二恢復ノ徴候ハ各方面二表レタリ．即チ罷重，赤血球藪：，白血球数，血色

素：量ハ増加セリ．帥チ盟重ハ2375：瓦トナリ，赤血球数ハ4日目450萬ヨリ5日目480萬二増

加シ，血色素量：ハ4日目75％ヨリ5日目85％・・，白血球敷ハ4日目2100ヨリ5日目4200二増

加セリ．百分率二二テモ假「エ」細胞モ淋巴球モ共二増加セリ．

 淋巴二二就キ観察スルニ，淋巴二二数ハ4日目1321ヨリ5日目2520二増加セリ．其形態的

二化ヲ二二精細二親察スルニ，細胞艦ハ未ダ膨大ヲ績ケ晶々大トナレリ．・師チ細胞禮面積ハ

4日目93・906±0・058μ2ヨリ5日目94・284土O・0631i？二増大シ，核面積ハ4日目63・108ヨリ5

日目62．190二縮小セリ．恢復期二於ケル著明ナル現象ハ原形質ハ4日目ヨリ方向ヲ轄換シテ

濃染セル細胞多ク現・・レ，核ノ形態モ山形核多クナレリ．帥チ核型ハ4日目1．18ヨリ5日目

二1．13二復：蹄シ，染色度ハ4日目2．06ヨリ5日目1．67二恢復セリ．

 5日目以後ハ恢復期ニシテ艦重，赤血球数，血色素量，白血球数ハ温々雫常値二復露スル

傾向二向ヒ，第12日目二於テ略々恢復セリ．

 次二淋巴球細胞艦核指藪二就キ観察スルニ細胞凶事指数二七初ヨリ減少ノー途ヲ辿レリ．

帥チ第1期＝於テハ細胞鎧ノ膨大が核ノ膨大ヨリ遙力＝大ナルタメ細胞髄核指数ハ減少シ，

第2期二一テ一鶴ノ縮小二反シテ細胞艦齢膨大セル＝ヨリ，細胞禮核指数ハ釜々小トナV

り．

 第2家兎 ♂ 禮重26659

 本例二一テ川底1家兎二於ケルト略々同様ナル経過ヲトレルヲ以ツテ大略ニツキ読明セン

トス．

 本例二一テハ第1家兎＝於ケルト同様，第1回「ベンツオール」注射ニヨリ，艘重，赤血球

藪，血色素量及ビ白血球藪ハ減少ヲ霊魂タリ．次二品3一目ノ結果ヲ第1家兎二比較スレバ

次ノ如シ．

 盟  重 2日目，3日目＝於テ急激二減少セルハ第1家兎r一際ケル場合ト同様ニシテ，

      平常値26659ヨリ26109二減少ヲ來セリ．

                  【13 コ
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 赤血球激1第r家兎ヨリモ更＝減少ヅ雫常員550萬副ザ460萬ゴ減少ゼリ．

 白血球数 平常値6400ヨリ5400 ＝減少セリ．第！家兎ヨリ少シタ面上ナリ・

 血色素量 ZF常値90％ヨリ87％二減少シ第1家兎ヨリ減少抽斗ナリ・

淋巴球嶺出面スル日数・・第嫁兎＝於ケルヨリ減少度大＝シテr消値3142・り2052

昌減少セ・り．女男淋巴球ノ形態ヲ観察スル＝，細胞禮ハ膨大シ，原形質ハ硝子様透明トナ

リ，且ツ蜂窩状ヲ呈シ，其形歌ハ多ク不正形＝シテ膨大融解セルモノ多シ．核ハ其形状二形

ヲ呈スルモノハ縮小シ，膨大セルモノハ光澤ヲ失ヒ，染色ハ不鮮明＝シテ，第1家兎二於ケ

ル場合ヨリ融解セルモノ多シ．而シテ第1家兎＝於ケルヨリ融解破壌セルモノ多ク・之ヲ面

積ヨリミル＝，細胞膿面積ハ膨大シ卒常値91．448±0．070μ？ヨリ96・552士0・026μ2ニナレリ・

而シテ核面積ハ1雫常値68．022±O．062Pt？．ヨリ65・754士O・051＃？二減少セリ「・

 此時期一同1家兎山南ケル第】期＝相同シ，核面積ハ膨大スベキ筈ナルモ，本例＝於テ減

．少セルハ，膨大セル細胞ノ多クハ融解シタル爲ト推測サルナリ．

        第6表 「ベンゾール注射試験家兎血液所見（第2家兎）

實験月日
贋験

鍾1丁丁丁丁  1

自血

?M

百  分  牽 （％）
摘

日数 （瓦）脚萬）馴％） 假工片面陣球面
i1怖155・16／1エ【   一9・164・・lqα11L4129】491i丘51禦讐蔚”

                             一   ｝ﾅ叫21263⑪1測87    421馴a51／6・⑪・1咽亀51

・8／・1・同261・1・6引75i5…1釧・ 6・13＆・1 丘・1同2cc翻

9画4｝2的。｝468185   ・隔・｝6α・1124・・1訓    刎
脚／51263・陣189，  ・12・i42・・1つ1擁・。・．・生81

12／H中1263・15・叶紛      a71＆。1｝36。・15α中5145i

14／班 191264・1剛8gl・68G中4・IL。la8142・「・L・1

17／【旺

『   一 7   一   「   一 一 ．

國265・154・｝9・ 165G・｝44・IL2ia846・い玉・1

要

点7表「ベンゾール中毒二品ケル家兎淋巴球核移動像及ビ染色度分類（第2家兎）

憤験月日
騨淋巴球観察細 RlwlTIS李均核AlplC 染色度

寞ﾏ指 摘    要
圓激 総激 胞数 ・「21314 指数 1回3

6／111 111314211・・i871131・i・IL13國5・133ia161禦嘗窮”一ル，

7／m12i269・1〃 16g131｛・i・IL31118137145 2．27

8／エII 同2・521 〃172128 ・1・1L28｝22132i46「224i同説注射

9／K裏 4i・44・レ 圃2gl・1・い卸2133135【2・31
15i168・1．1・／1・1  〃19・1・・1・i・IL1・141136124iL851

・2／1国7「1332「〃8gl・・1・・IU115・134｛・6ド66i

・d／1・Ilg12856レ’ ig・1・中1・IU・國281181L541

17／1∬ 1・21299・1 〃19・1五・1。回し・・1354・ 251L9・1

［ T－14 ［i・］
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 之レ’以後ハ淋巴球ノ「ベンツオール」中毒景於ケル第2期ニシテ，第1家兎同様淋巴球ノ細

胞艦ハ釜々二大シ，核ハ縮小セリ．而シテ恢復期二至ル迄ノ経過申ノ血液像ハ第1家兎＝於

ケルト全ク同様ナルヲ以ツテ此十二其読明ヲ省略セリ（第6表ヨリ第10表迄参照サレタシ）・

     第8表 「ベンゾール中毒二十ケル家兎淋巴球細胞燈面積（第2家兎）

醐構蹴 ZF均面積μ2 標準偏差μ2 摘    要

6μエ1・1・・19・働α・7・ 1晩α・・gi難鴇ンゾール

7μi2i1・・lga・16±α・7・IL・5牡α・5・ i
8／III｝311・・｝％552±α・261L4・・±α・1g l殿㏄酬

9／正皿141…｝9666・±α・69い㎝士α・4gl

・・／1・・151…i1・α17・土α・941L396土α・67【

12／III I 71…1％876土α・7911・・75±α・5司

           一 一P4／1∬lgl…i892・8±α・73い即下α・52！

17／111 ・2い・・19α233士α・471α682±α・32

第9表 「ベンゾール中毒二十ケル家兎淋巴球核面積（第2家兎）

實験月日引言
鞠面積μ勾鮮偏差μ      ：

摘    要

6／・1・｝・｝…16a・22士α・62｝α92・±α・43｝ 禦鴇ガール
        一V／1・q21・・1衡99・士α・551α812±α・39・ 1
8／nII311・・「6575・±α・511α755士α・361同恥醐

9〆m｝引・。・1衡186±α・47｝α7・・±α・331

1・／…1511・・16a216±α・42「α616±α・2gl

                     一 一    一 一 一   一

P2
､1一い99．1．lr116・埋6一一L塑塑・33…L  一袖1｝9｝1・・16L5・2土α・45｝a66・士α・32｝  幽

｝ 一

17／111 ユ2 …16α986±α・53α78・±α・371

第10表 「ベンゾール中毒二十ケル家兎淋巴骨細胞髄核指骨：：（第2家兎）

三富月日
書芸1㈱

平均面積％ 標準偏差％ 摘    要

6／11中1・・ 17438・±α64gl％26±α45gl禦讐窮ソゾール

7／11I P2い・・1 728・・士α654197・・±α4621

8／KI 13｛1・・6＆…±α5831＆65・士α・・3淘馳醐

9／ml
＿     一 一       一

411・・16a47・±α5981＆87・士α4231

・・／III i51・。・16a…±α421！6236士α3・・1

12／1・ψ1・・6乳・6・±α587＆・・7±α4151                 7

1・／nエ｛91・・i6＆98・±α586 1 ＆7・・±α4151
171・Ili1211・・174233±α6G919・36±α・3・｛

k 15； ）
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  第1圖 「ベンゾール中毒淋巴球面積弊ビ指数
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第2圖 「ベンゾ・・ル中毒淋巴球核型挙均一敷

     及ビ染色度卒均指数
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 而シテ前報告迄ノ淋巴球ノ種々ナル實験ヨリシテモ細胞艦核指数ノ減少ハ細胞ノ機能減退

ヲ示スモノト推測サレ，「ベンツオール」中毒ノ場合口叩ケル指敷ノ減少モ之ト同檬機能ノ減

少ヲ意味スル考ノト思考サルナリ。

                          ［ 16 ］
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               第3章 総   括

 健康家兎2頭ヲ「ベンツオール中毒二陥ラシメ，其恢復ノ経過中＝於ケル血液像及ビ淋巴

球ノ「プラニメトリー」ヲ行ヘル結果ヲ総括スレバ次ノ如シ．

 家兎琴唄ハ「ベンツオール中毒＝ヨリ初期二於テ減少シ，赤血球藪，血色素量モ叉減少セ

リ．而シテ白血球藪：ハ著明二減少シ，共百分…率二於テハ假「エ．細胞ハ最モ減少セリ．淋巴球

ハ實数二於テ著明＝減少シ，塗抹標本＝於ケル細胞槍索二困難ヲ感ゼシムル程ナリキ．

 淋巴球ノ「ベンツオール」申毒二於ケル経過ハ第1期第2期二分ツコトヲ得ペシ．何レモ細

胞ノ墜性ヲ來スモ第1回注射ニヨリ淋巴球ハ最モ張ク侵害サル・ヲ見ル．EPチ細胞ハ膨大

シ，弓形歌不正園形叉ハ方形二近クナリ，原形質ハ硝子檬透明トナリ且ツ蜂窩歌二i攣ジ，染

色度ハ甚ダ弱クナレリ．核ハ卒常ノ如ク圓形トナラズ，方形叉ハ之二二キ形ヲトリ，染色不

鮮明トナリ，且ツ二足三二決裂セルラ見ル．而シテ第1期二於テハ原形質及ビ核ハ共二膨大

ヲ績ケ途二融解セルモノ多シ．核ノ膨大セザルモノハ比較的機能ノ旺盛ナル細胞ナルベク，

カ・ル細胞ハ原形質ノ膨大スル＝反シ核ハ却ツテ縮小セリ．EPチ第2期トモ云フベク，細胞

ハ輪廓判然トシテ，原形質ハ釜々膨大シ核ハ野々縮小セリ．之等ハ共＝「ベンツオール」ニヨ

ル攣1生細胞ナルペシ．之ヨリ原形質ノ染色度ハ，濃厚ナルモノ漸次現ハレ恢復ノ過程＝入レ

リ．

 以上「ベンツオール申子二二ケル淋巴球ノ籔量：的攣化並二形態的攣化ハ明カニ淋巴球ノ攣

性死滅二因ルモノニシテ，諸家ノ文獄二見ル脾臓及ビ淋巴装置ノ萎縮スル事實ト併セ考フル

時ハ，淋巴球ハ流血中二於テモ，臓器中＝於テモ攣性ヲ受クルモノト推測サル・所ナリ，而

シテ「ベンツオール中毒ノ初期二於ケル膨大消失セル淋巴球ハ老慶細胞＝シテ，夫ヨリ淋巴

球ハ原形質釜々膨大シ，反之核ハ縮小ヲナセリ．エ比現象ハ假「エ．細胞＝於ケルト同様ニシテ

淋巴球ノ核ノ縮小スルハ假「エ」細胞二於ケル核ノ輩純化セントシテ左方移動ヲナスト同様ナ

ル現象ナリ．EPチ「ベンツオール」ニョリ淋巴球ハ原形質ハ膨大シ，核ハ縮小シ，且ツ核型ハ

二度二右方セリ．而モ假「エ，j細胞ヨリ「ベンツオール」二丁スル抵抗彊キ予告，淋巴球二野テ

ハ核ハ軍純化セル丁丁ヲ受クルー方，輕度＝核型ハ右方セルモノト推測サル、所ナリ．

                 結   論

 「ベンツオール中毒＝於ケル淋巴球ノ「プラニメトリー・一一」ヲ行ヘル結果ヲ二型バ次ノ如シ．

 （1）「ベンツ野曝・一・ル」＝ヨリ末梢血管下図ケル赤血球数血色素量：ハ減少シ，白血球ノ減少

ハ最モ著明ナリ．

 （2） 淋巴球ハ實旧著明二減少シ，細胞膣面積ハ著シク膨大シ，核面積ハ却ツテ縮小セ

リ．從ツテ細胞盟核指数（核ノ細胞艦面積二封スル比）ハ減少セリ．

 （3）淋巴球核移動二於ケル亭均核指数ハ少シク増加シ恢復ニツレテ減少セリ．

 （4）淋巴球染色度指数ハ増加シ恢復＝ツレ減少セリ．

［ 17 ’］
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